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第５学年 算数科学習指導案 
 
                                     日 時 平成１８年１０月１２日（木）５校時 

                            児 童 男子７名 女子７名 計１４名 

                     指導者 網 代 正 之 

                             
１ 単元名 

  ○小数のわり算「小数のわり算を考えよう」（東京書籍「新しい算数５上」Ｐ．８７～９８） 
 
２ 単元について 

 （１）単元・教材について 
     小数については、第４学年で1/10の位の範囲でしくみや加減計算について学習している。そして、本学年に

おいて小数の意味を1/1000の位まで拡張し、小数が整数と同じ十進法であることを扱っている。小数の乗法に

ついては、整数×小数、小数×小数の意味と計算方法を学習している。また、小数の除法においては、１学期

に被除数が小数の意味とその計算方法も学習している。 

     本単元では、除数が小数の場合の除法の意味と計算方法を学習する。前単元では、「×小数」の意味とその

筆算のしかたを学習している。本単元とは互いに対を成している内容なので、内容の組み立てや学習の進め方

には共通するところが多い。除法には、意味の上から等分除と包含除があるが、はじめに等分除を取り上げる。

それは「÷小数」の意味を効果的に指導し、計算を進めるときに考えやすいからである。そして、包含除の小

数へと拡張していきたい。「÷小数」の計算においては、「÷整数」をもとにして計算すればよいことを理解

させ、計算技能を向上させていきたい。 

 （２）児童について 
     本学年の児童は意欲的に学習に取り組む姿勢をもっているが、既習事項に基づいて考えることや根拠をもっ

て話すということが苦手である。また、筋道を立てて解決しようとする力が弱く、自力解決になかなか取り組

めない児童が数名いる。学び合いでは、人の意見を聞く態度が徐々にだが身に付き始めている。また、進んで

発表しようとする児童も増えつつある。しかし、友達の考えと自分の考えを比較し、発表できる児童が少ない

ため学び合い場面では深まった話し合いにはいたっていない。 

   レディネステストの結果から「小数÷整数」の計算が十分に定着が図れていないことが分かる。これは、わ

られる数の小数点の位置を移動した際、商への小数点の付け忘れや移動する前の小数点をうってしまうという

誤りが多かった。このことは、本単元にも大きく関わる部分なので、正しい手順で筆算を行うことや小数点の

位置を最後に確認することをさせていきたい。 

レディネステストの結果は、以下の通りである。                  【正答者数／児童数】 

   ・計算のきまりを活用して、何百何十÷何十の計算のしかたを考えることができるか・・・・・・・９／１４ 
   ・小数÷整数の計算ができるか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３／１４ 

・ あまりのある小数÷整数の計算ができるか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８／           １４ 
・被除数が小数の場合のわり算の問題を解決することができるか・      ・・・・・・・・・・・・・・１０／１４ 

   ・小数倍の問題を解決することができるか         ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５／１４ 

   ・小数÷小数、整数÷小数の計算ができるか（未習）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０／１４ 

（３）指導にあたって  

  除数が整数の除法から、小数の場合にも使えるようにするためには、除法の意味を拡張する必要がある。そ

こで、小数の乗法の学習をもとに、除数が小数になっても除法として立式してよいかを考えさせ、数直線や言

葉の式、図をもとに、立式させていきたい。 

計算のしかたは、除数と被除数に同じ数をかけても商は変わらないという計算のきまりを活用することによ

って、既習の整数の計算と同じ考え方で求められることができることに気付かせ取り組ませていきたい。また、
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あまりの小数点の位置は、わられる数の移動した後の小数点にそろえてうつ誤りも多いので、あまりはもとの

わられる数の一部であることも理解させていきたい。 

 

３ 教材の関連と発展    

  

 

４ 単元の目標 

○除数が小数の場合の除法の意味とその計算のしかたについて理解し、それを用いる能力を高める。また、計算 

法則は数範囲が小数の場合でも成り立つことを理解する。 

関心・意欲・態度 除数が小数の場合でも、既習の整数の場合の数量関係などをもとにして、除法の式に

表そうとする。 
数学的な考え方  整数の除法計算と関連づけて、除数が小数の除法計算のしかたを考える。 
表現・処理  除数が小数の除法計算をすることができる。 
知識・理解 除数が小数の除法の意味やその計算のしかたを理解することができる。 

  【本単元の基礎・基本】 
 

 
○小数÷小数の意味が分かり、その計算をすることができる。 
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５ 指導計画及び評価規準（１３時間計画 本時 ３／１３） 

    具体の評価規準 小 

単

元 

時 

 

数 

本時の目標 

（評価規準） 

 

評価場面 

（方 法） Ａ「十分満足」 Ｂ「概ね満足」 

 

Ｃ｢努力を要する｣ 

児童への支援 

１

・

２ 

○小数でわることの

意味と、整数÷小数

（1/10の位まで）の

計算のしかたを理解

する。 

【関心・意欲・態度】 

【数学的な考え方】 

課題の追求及

び定着の場面

（観察、ノー

ト、発言） 

○既習の整数÷

整数、小数÷整数

などに関連づけ

て、整数÷小数の

計算のしかたを

考え、説明するこ

とができる。 

○既習の整数÷

整数、小数÷整数

などに関連づけ

て、整数÷小数の

計算のしかたを

考えことができ

る。 

○数直線図や言葉の

式を手がかりにさせ

たり、整数の場合を

想起させたりしなが

ら考えさせる。 

１

・

２ 

 

 

本

時

1/2 

○1/10の位までの小

数どうしの除法計算

のしかたを理解し、そ

の計算ができる。 

○1/10の位までの小

数どうしの除法の計

算（商が純小数や被除

数に０を補う場合）が

できる。 

【数学的な考え方】 

【知識・理解】 

課題の追求及

び定着の場面

（観察、ノー

ト、発言） 

○除法の性質を

用いて既習の計

算に帰着させ、

1/10までの小数

どうしの除法の

計算のしかたを

考え、筆算のしか

たを説明するこ

とができる。 

○除法の性質を

用いて既習の計

算に帰着させ、

1/10までの小数

どうしの除法の

計算のしかたを

考えている。 

○前時の考え方を

想起させ、被除数や

除数を何倍すれば

いいかを考えさせ

る。 

１ ○純小数でわると、商

は被除数より大きく

なることを理解する。 

【知識・理解】 

 

課題の追求及

び定着の場面

（観察、ノー

ト、発言） 

○除数の大きさ

と関連付けて、被

除数と商の大き

さの大小関係を

考えることがで

きる。 

○純小数でわる

と、商は被除数よ

り大きくなるこ

とを理解してい

る。 

○数直線を用いて、

それぞれの関係を

整理し、除数と商の

大小関係を考えさ

せる。 

１ ○小数の除法におけ

るあまりの位取りに

ついて理解する。 

【数学的な考え方】 

【知識・理解】 

課題の追求及

び定着の場面

（観察、ノー

ト、発言） 

○あまりの小数

点の位置を被除

数と関連付けて

考えることがで

きる。 

○あまりの小数

点は、被除数のも

との小数点に打

つことを理解し

ている。 

○あまりの大きさ

を図に用いて考え

させたり、被除数と

あまりを比べさせ

たりしてあまりの

小数点の位置を考

えさせる。 

 

 

 

 

小 

 

 

数 

 

 

の 

 

 

わ 

 

 

り 

 

 

算 

１ ○小数の除法の答え

を概数で表すときの

処理のしかたを理解

する。 

【表現・処理】 

課題の追求及

び定着の場面

（観察、ノー

ト、発言） 

○小数の除法の

答えを必要に応

じて概数で表す

ことができる。 

○小数の除法の

答えを概数で表

す方法を理解し

ている。 

○答えを求めるに

は、上から何桁目ま

でを四捨五入すれ

ばよいかを考えさ

せる。 
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１ ○学習内容を確実に

身に付ける。 

【表現・処理】 

 

 ○学習内容を正

しく用いて、多様

な問題を解決す

ることができる。 

○学習内容を正

しく用いて、問題

を解決すること

ができる。 

○商やあまりの小

数点の位置に気を

つけて取り組ませ

るようにする。 

１ ○比較量、基準量が小

数のときも、何倍か除

法で求められること

を理解する。 

【数学的な考え方】 

 

課題の追求及

び定着の場面

（観察、ノー

ト、発言） 

○比較量、基準量

が小数のときも

何倍かは除法で

求められること

を理解し、数直線

図を用いて説明

することができ

る。 

○比較量、基準量

が小数のときも

何倍かは除法で

求められること

を理解している。 

○数直線図を用い

て、小数のときも何

倍かは除法で求め

られることを考え

させる。 

小

数

の

倍

と

わ

り

算 

１ ○倍を表す数が小数

のときも、基準量は比

較量÷倍で求められ

ることを理解する。 

【知識・理解】 

課題の追求及

び定着の場面

（観察、ノー

ト、発言） 

○倍を表す数が

小数のときも、□

を用いて基準量

を求められるこ

とを理解し、説明

できる。 

○倍を表す数が

小数のときも、□

を用いて基準量

を求められるこ

とを理解してい

る。 

○□に入る数を整

数にして、式は何算

を用いればよいか

を考えさせる。 

ま

と

め 

３ ○学習内容の理解を

確認する。 

【表現・処理】 

 

 ○基本的な学習

内容を理解し、多

様な問題を解く

ことができる。 

○基本的な学習

内容を理解して

いる。 

○筆算のしかたや

小数点の位置を確

認しながら、取り組

ませるようにする。 
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６ 本時の指導 

（１）目標 
   1/10の位までの小数どうしの除法計算のしかたを理解し、その計算ができる。 

（２）評価 
   1/10の位までの小数どうしの除法計算のしかたを理解し、その計算ができたか。 

（３）具体の評価規準 

            具体の評価規準 

評価の観点 Ａ「十分満足」 Ｂ「概ね満足」 

Ｃ「努力を要する」 

児童への支援 

数学的な考え

方 

○除法の性質を用いて既習の計算に

帰着させ、1/10までの小数どうしの

除法の計算のしかたを考え、説明す

ることができる。 

○除法の性質を用いて既習

の計算に帰着させ、1/10ま

での小数どうしの除法の計

算のしかたを考えている。 

○前時の考え方を想起さ

せ、被除数や除数を何倍す

ればいいかを考えさせる。 

（４）支援の工夫 
   本時は、「小数÷小数」の除法計算のしかたを学習する。前時までに学習したわる数、わられる数に同じ数をか

けても、わっても商は変わらないことを掲示物を使って想起させたり、数直線や図などを用いたりしながら考えさ

せていきたい。また、自力解決できない児童には、ヒントカードを使って考えさせていきたい。既習の整数と同様

に計算することができることに気づかせたい。 

（５）展開 
段

階 
学 習 過 程     学  習  活  動      指導上の留意点 

(○全体への支援 □個に応じた支援 ・留意点 ●評価) 

つ

か

む 
 
 
６

分 

１ 問題把握 
 
 
 
２ 課題設定 
 

○問題を読み、題意をとらえる。 
１．４ｍのパイプの重さをはかった

ら、２．１ｋｇでした。このパイプ１ｍ

の重さは何ｋｇですか。 
○立式する。 
・２．１÷１．４   
○予想する。 
･１ぐらい ・２．１より小さくなる 
 
○課題をつかむ。 
小数÷小数の計算のしかたを考えよう。  

○具体物を用意し、学習のイメージをつか

めるようにする。…Ａ② 
○問題を身近な題材にし、興味・関心を高

める…Ａ① 
○わかっていること、きかれていることに 
 アンダーラインを引き、明確にする。 
 
□立式に戸惑う児童には、数直線や言葉の

式の掲示物を使って考えさせる。…Ａ③ 
 
・前時との違いに気付かせ課題を立てる。 

予

想

す

る 
６ 
分 

３ 解決の見通  

  し 
○答えの見付け方を考える。     
・わり算の計算のきまりを使う。 
（わる数、わられる数に同じ数をかけても

答えは同じ。） 
・小数のかけ算で整数に直してから、計算

した方が分かりやすかったので、整数に

直してから計算する。 

○掲示物を使い、わる数、わられる数に同

じ数をかけても商は変わらないことを

確認してから自力解決に入る。…Ａ② 

調 
べ 
る 
10 

分 

４ 課題解決 
（１）課題の追求 

○自力解決をする。 
２．１ ÷ １．４  =  １．５ 
 ↓×１０  ↓×１０   ↓等しい 
２１  ÷ １４   =  １．５ 

○早く終わった児童は、検算で確かめをさ

せ、「わる数」「わられる数」「商」の用

語を用いて説明を書き加えるようにさ

せる。…Ｂ③ 
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学

び

合

う 
 
 
13 
分 

 
 
○それぞれの考えを発表する。 
 
 
 
○各発表の同じところはどこか確認する。 
 
・長さも 10 倍になれば、重さも 10 倍に
なるので、１ｍの重さはかわらない。 
・「わる数」「わられる数」が小数でも、両

方に同じ数をかけて計算しても商は同

じ。 
・「小数÷小数」も「整数÷整数」のよう 

 に計算できる。 
 
○類題を解く。 
 

（説明） 
はじめに、わる数とわられる数を 10
倍して整数にしてから計算します。21
÷14＝1.5になりました。わり算の計算
のきまりはお互いに同じ数をかけても

商が同じなので、2.1÷1.4＝1.5だと分
かりました。「小数÷小数」は小数のか

け算と同じように整数に直して計算す

ればいいことが分かりました。 

□自力解決ができない児童には教師とと

もに考えたり、ヒントカード（「わる数」、

「わられる数」を最初どのようにしたら

よいか）を使ったりして考えさせる。…

Ａ① 
 
●わり算の計算のきまりを使い、整数に直

してから計算すれば、「小数÷小数」の

計算ができることを理解している。 
（机間指導、ノート） 

 
○自分の考えと似ているところはないか、

違うところはないかを考えさせながら

発表を聞かせる。…Ｃ④ 
 
・上手に説明できない児童には補助説明を

加える。 
 
 
 
 
 
 
 
・手順を言葉で確認しながら解かせる。 

 
ま

と

め

る 
10
分 

５ 本時の 
    まとめ 
(1)学習のまとめ 
 

 
(2)適用 
 
 
 
 
(3)自己評価 
 
(4)次時予告 
 
 

○本時の学習内容をまとめる。 
「小数÷小数」の計算も、わる数、わら

れる数に同じ数をかけてから計算すれ

ば、「整数÷整数」のように商がだせる。 
 
○練習プリントをする。 
 
 
 
 
○自己評価や感想を書かせる。 
 
○次時は、小数のわり算の筆算についての

学習することを伝える。 

・児童から出た言葉を生かしながらまとめ

る。…Ｂ① 
 
 
 
□練習問題が解けない児童には、まとめ 
 を振りかえさせ、順序を確認しながら考

えさせる。 
●わり算のきまりを使って「小数÷小数」 
 の計算ができる。（机間指導、プリント） 
 
・頑張った人を紹介したり、今日の勉強で

分かったことを発表したりし、次時への

学習意欲を図る。 
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７ 板書計画 

 
 
 

８ 座席表 

  ※◎○△は関心・意欲・態度 
   ％はレディネステスト（既習上段・未習下段）の正答率 

                                              
 

＜問 題＞          ＜ポイント＞                ＜まとめ＞     
・「わる数」「わられる数」が小数でも、両方に 
同じ数をかけて計算しても答えは同じ。 
・「小数÷小数」も「整数÷整数」のように計算  
 できる。 
                                          

式 ２．１÷１．４＝１．５ （予想）・１ぐらい 
＜課 題＞                   ・２より小さい数                                           

 
 

＜方 法＞                     
・わる数、わられる数を互いに 10倍にして      
 整数に直してから計算する。 
 

１．４ｍのパイプの重さを

はかったら、２．１ｋｇでし

た。このパイプ１ｍの重さは

何ｋｇですか。 

「小数÷小数」の計算も、わ

る数、わられる数に同じ数を

かけてから計算すれば「整数

÷整数」のように商がだせ

る。 

小数÷小数の計算のしかたを考えよう。 
児童の 
発表① 
 
 

児 童 の

発表② 
児 童 の

発表③ 
児童の 
発表④ 


